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（学位論文審査の結果の要旨) 

冠動脈疾患患者では社会的抑制と否定的な感情を特徴とするタイプ D パーソナリティが心理的危険因子とし

て関連があることが知られている。またタイプ D パーソナリティの冠動脈疾患患者では不安と抑うつ症状が多

く見られている。山口はこれらのことに注目し、日本人の冠動脈疾患患者におけるタイプ D パーソナリティ、

抑うつ症状、ストレスに対するコーピング方略について、アンケートを用いて調査した。 

対象は信州大学医学部附属病院に入院して経皮的冠動脈インターベンションを受けた108名の患者であり、

Zung Self-Rating Depression Scale, Type D Personality Scale, Tri-Axial Coping Scale 24を用いて無記名自記

式質問紙調査を行った。そのうち100名のデータを用いて解析を行った。 

冠動脈疾患患者の年齢は30～70歳代で、中央値は66歳であり、疾患は急性心筋梗塞と狭心症であった。この

うち常勤の勤務者は55％、非常勤の勤務者は9％、非勤務者は36％であった。タイプ D パーソナリティと判定

されたのは44％、抑うつ傾向と判定されたのは59％であり、抑うつ傾向ではタイプ D パーソナリティが多く

（オッズ比：2.78、95％信頼区間：1.06-7.24）、常勤の勤務者が少なかった（オッズ比：0.23、95％信頼区

間：0.08-0.64）。コーピング方略に関しては、抑うつ傾向では「放棄・諦め」、「責任転嫁」が多く、「計画立

案」が少なかった。またタイプ D パーソナリティでも「放棄・諦め」、「責任転嫁」が多く、「肯定的解釈」が

少なかった。これらの結果から、日本人の冠動脈疾患患者において、抑うつ傾向になりやすいパーソナリティ

や勤務形態が明らかになり、抑うつ傾向やタイプ D パーソナリティを示す冠動脈疾患患者の取りやすいコーピ

ング方略を明らかにすることができた。 

以上より山口は日本人の冠動脈疾患患者の抑うつ傾向、タイプ D パーソナリティ、コーピング方略の関連を

科学的に明らかにした。よって主査，副査は一致して本論文を学位論文として価値があるものと認めた。 

 
 


